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特 集
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北池田小学校でのしめ縄作り

　病気やケガで迷ったときは…

　救急安心センターおおさか

　☎＃ 7119（24 時間対応）

　☎ 06・6582・7119

　和泉市役所（代表）

　☎ 41・1551

　事件・事故などが

　　　起きたときは…

　和泉警察署☎ 46・1234　医療機関の案内は…

　消防本部☎ 41・0119

　火災などの

　災害テレホン案内は…

　☎ 0180・99・7099
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ず
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の
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森

皆様方におかれましては、すがすがし

い新春をお迎えのこととお慶び申し上げ

ます。

昨年は、アベノミクスによる経済効果

で景気が回復基調にある中、2020 年の東

京オリンピック・パラリンピック開催が

決定したことは誠に喜ばしいかぎりであ

り、震災復興の祭典となることを願って

おります。

一方で、伊豆大島をはじめ各地で台風等による甚大な被

害が発生し、自然災害の恐ろしさを改めて痛感いたしまし

た。被害に遭われた皆様には謹んでお見舞い申し上げます。

また、南海トラフ巨大地震での被害想定では多数の死傷者

が出るとの試算もあり、本市においても様ざまな自然災害

に備え、市民の生命・財産を守るため、防災対策への一層

の強化が必要と考えております。

さて、本市議会では、市民の皆様にとってより一層身近

で開かれた議会運営をめざし、これまで本会議や常任委員

会等のインターネット中継をはじめ様ざまな取り組みを進

めてまいりました。今後も引き続き、皆様の信託と期待に

応えられるよう、議会の役割と責任を果たすとともに、安

全で安心なまちづくりの実現のために全力を傾注してまい

ります。

どうか本年も変わらぬご理解とご支援を賜りますようお

願い申し上げますとともに、皆様にとって幸多き一年とな

りますよう祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただ

きます。

皆様方には、輝かしい新春を健やかにお

迎えのことと心からお慶び申し上げます。

昨年は、2020 年オリンピック・パラ

リンピックの開催地が東京に決定し、明

るいニュースで国民に大きな夢と希望を

もたらしてくれました。東京五輪への道

のりが、日本経済の再生、スポーツの振興

はもとより、東日本大震災の被災地復興に

大きな役割を果たすことを期待しています。

さて、平成 12 年から進めてきた和泉府中駅前再開発事業

では、昨年５月に「新駅舎」が完成いたしました。今春には、

バスターミナルやタクシー待機場を設けた駅前広場も完成

します。また、あゆみ野には、２つの商業施設の建設が進み、

この春・秋にオープンが予定されています。近隣地域では

最大級となるショッピングモールの誕生で、新たな賑わい

と地域雇用の創出が期待され、和泉市の魅力が更に大きく

開花するものと考えています。

そして、最重要課題である和泉市立病院の改革では、「救

急医療の再開」、「新病院の建設」、「健全な経営の確立」の

３つの課題を解決するため、「医療法人徳洲会」を指定管理

者に決定し、４月から新たな一歩を踏みだすこととなりま

す。公立病院として引き続き、「市民の生命と健康を守る」

和泉市立病院の改革実現にむけて取り組んでまいります。

今後も、和泉市の更なる発展に努めてまいりますので、

一層のご支援、ご協力をお願い申し上げますとともに、皆

様方のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ、新春の挨

拶といたします。

市議会議長

友田　博文

市長

辻　宏康

あけましておめでとうございます
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申

込
：

随

時
、

公
園
緑
地
課
に

直
接

※
記
念
プ
レ
ー

ト
も
プ
レ
ゼ
ン

ト※
苗
木
は
そ
の

日
に
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま

す
庭
な
ど
に
樹
木
を
植
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
新
築
の
記
念
に
苗
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
上
限
３
本
）
し

て
い
ま
す
。

対
象
：
こ
れ
か
ら
市
内
で
戸
建
住

宅
を
新
築
す
る
世
帯
ま
た
は
申

請
日
の
１
年
前
以
降
に
戸
建
住

宅
に
つ
い
て
検
査
済
証
が
交
付

さ
れ
た
世
帯

配
送
月
：
５ 

・
９
・
12
・
２
月

申
込
：
公
園
緑
地
課
に
備
え
て
い

る
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、
配
送

月
の
１
月
前
の
15
日
ま
で
に
公

園
緑
地
課
に
直
接

※
植
栽
前
及
び
植
栽
後
の
写
真

の
提
出
が
必
要

※
樹
種
及
び
配
送
日
時
等
に
つ

い
て
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

※
植
え
付
け
及
び
そ
の
後
の
管
理

は
申
請
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い

いずみいのちの森

「森づくり」から「人づくり」そして「まちづくり」へ

いずみいのちの森プロジェクト

市
で
は
、
平
成
22

年
度
に
公
民
協
働
で
森
づ
く
り
を
推

進
す
る
「
い
ず
み
い
の
ち
の
森
事
業
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」

を
立
ち
上
げ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
い
た
各
種
団
体
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
の
も
と
、

市
民
や
企
業
の
皆
さ
ん
と
植
樹
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

環
境
整
備
、
潤
い
の
あ
る
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ぎ
ま
す

○
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
…

樹
木
が
地
域
の
防
災
能
力
を
高

め
ま
す

○
や
す
ら
ぎ
・
潤
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
…
緑
が
健
全
な
都
市
環

境
を
つ
く
り
ま
す

【
取
組
】

○
植
樹
に
よ
る
森
づ
く
り

「
い
の
ち
の
森
」
と
い
う
名
前

の
と
お
り
、
メ
イ
ン
は
森
づ
く
り

で
す
。
公
園
・
緑
地
や
公
共
施
設

用
地
な
ど
に
苗
木
を
植
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
植
樹
祭
や
植
樹
活
動
に

は
、
市
民
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
公
民
協
働
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
ぐ
り
・
種
子
か
ら
の

苗
づ
く
り

森
づ
く
り
で
植
え
る
木
は
、
そ

の
地
域
の
樹
木
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
１
つ
の

方
法
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

集
め
て
い
た
だ
い
た
ど
ん
ぐ
り

い
ず
み
い
の
ち
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
内
に
た
く
さ
ん

の
木
を
植
え
、
緑
豊
か
な
ま
ち
に

し
よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。

平
成
25
年
11
月
末
現
在
、
市
内

の
公
園
な
ど
に
２
０
、
６
４
３
本

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
１
人
あ
た
り
１
本
を
植

樹
し
た
数
18
万
本
の
植
樹
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
引
き
続

き
公
民
協
働
で
多
数
の
植
樹
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

植
樹
・
管
理
、
ど
ん
ぐ
り
苗
木

の
育
成
な
ど
、
い
ず
み
い
の
ち
の

森
事
業
の
取
り
組
み
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

【
目
的
】

○

環

境

に

優

し

い

ま

ち

づ

く

り

…

植

樹

に

よ

り

地

球

温

暖

化

を

防

を
預
か
る
「
い
ず
み
い
の
ち
の
森

銀
行
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ど
ん
ぐ
り
を
市
内
の
小

学
生
や
幼
稚
園
児
の
皆
さ
ん
に

育
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、
独
自

に
育
て
た
ど
ん
ぐ
り
を
い
ず
み

い
の
ち
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
育
て
た
苗
木

は
、
植
樹
祭
や
植
樹
活
動
を
通
じ

て
森
づ
く
り
の
樹
木
と
し
て
植

え
て
い
き
ま
す
。

○
苗
木
の
市
民
配
布

市
民
や
町
会
・
自
治
会
、
そ
の

他
団
体
の
皆
さ
ん
に
苗
木
を
配

布
し
て
、
様
ざ
ま
な
場
所
へ
の
緑

化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
公
園
緑
地
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
生
・
転
入
の
記
念
と
し
て
、

苗
木
を
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

対
象
：
市
内
在
住
で
出
産
さ
れ
た

人
ま
た
は
和
泉
市
に
転
入
さ
れ

た
人

樹
種
：
シ
マ
ト
ネ
リ
コ
、
オ
リ
ー

ブ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ド
ン
グ
リ

ほ
か
（
樹
種
は
時
期
に
よ
り
変
更

し
ま
す
。
高
さ
50
㎝
程
度
）

い
ず
み
い
の
ち
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
…

出
生
・
転
入
の
記
念
に

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

新 

築 

記 

念 

に

http://www.izumi-inochinomori.com/
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市
内
で
、
建
築
行
為
・
開
発
行

為
を
行
い
、
法
令
や
条
例
等
で
課

せ
ら
れ
る
義
務
以
上
の
緑
化
を

さ
れ
る
人
に
樹
木
（
上
限
50
本
）

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
公
園
緑
地
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
宅
の
庭
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
、
企
業

の
会
社
の
敷
地
な
ど
に
自
ら
樹
木

を
植
え
ら
れ
た
場
合
、
市
民
１
人

１
本
の
植
樹
活
動
の
本
数
と
し
て
、

カ
ウ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
毎

月
抽
選
で
３
人
に
粗
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

申
込
：
公
園
緑
地
課
に
備
え
付
け

の
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、
公
園

緑
地
課
に
直
接

町
会
・
自
治
会
、
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
が
地
域
で
実
施
す
る
植
樹

活
動
に
対
し
て
、
苗
木
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
個
人
や
企
業
の
皆

さ
ん
が
私
有
地
敷
地
内
に
植
樹
す

る
場
合
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
苗

木
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
公
園
緑
地
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
い
ず
み
い
の
ち
の
森
銀
行
」

に
預
け
ら
れ
た
ど
ん
ぐ
り
を
、
自

宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
企
業
の
敷

地
な
ど
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
、
育
て
る
活

動
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一

緒
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の

人
と
一
緒
に
、
環
境
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

育
て
て
い
た
だ
い
た
苗
木
は
、

森
の
再
生
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
公
園
緑
地
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
：
公
園
緑
地
課

☎
99
・
８
１
３
９

いずみいのちの森

植
樹
し
ま
せ
ん
か
？

建
築
・
開
発
樹
木
助
成

ど
ん
ぐ
り
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

植
樹
本
数
を

教
え
て
く
だ
さ
い

笑働の森・いずみいのちの森記念植樹祭を開催しました

平成 25 年 11 月２日に槇尾山町で「笑働の森・いずみいのちの森記念植樹祭」を行いました。

笑働の森は、平成 23 年に槇尾川ダムの事業中止を受け、事業用地の森の再生に向けて行っている地元・企業・

学校・行政による協働事業です。いずみいのちの森記念植樹祭では、森の再生を目的に、市内の幼稚園や小学

校などで育てた「いずみいのちの森銀行」の苗木と企業から提供いただいたどんぐりの苗木 1,800 本を植樹し

ました。


